
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
下記式（Ａ）
【化１】
　
　
　
　
　
　
で表される１－（２，６，６－トリメチル－２－シクロヘキセン－１－イル）プロパン－
２－オンを有効成分として含有することを特徴とする香料組成物。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、フローラル様、フルーティー様、ウッディー様、イリス様、バイオレット様な
どの香気香味特性を有し、香料化合物として有用な下記式（Ａ）
【０００２】
【化２】
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【０００３】
で表される１－（２，６，６－トリメチル－２－シクロヘキセン－１－イル）プロパン－
２－オ 有効成分として含有する新規な香料組成物 する。
【０００４】
【従来の技術】
上記式（Ａ）の化合物の類似化合物として、例えば下記一般式（Ｂ）で表されるヨノン類
または下記一般式（Ｃ）で表されるメチルヨノン類が知られている。これらのヨノン類お
よびメチルヨノン類はウッディー様、イリス様、バイオレット様の香気を有し、広く調合
香料の素材として使用されている（「合成香料」印藤元一著，化学工業日報社発行，Ｐ３
８２－３９１，１９９６年）
【０００５】
【化３】
　
　
　
　
　
　
　
　
【０００６】
式中、点線は単結合または二重結合を表す。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
近年、消費者の嗜好性が多様化してきていることに伴い、各種各様の商品の開発が望まれ
ている。特に、飲食品・香粧品業界はこの傾向が強く、消費者の嗜好性に合うバラエティ
ーに富んだ飲食品、香粧品の開発が強く要求されている。これらの要求に対して、飲食品
、香粧品の一つの原料素材である香料についても、従来から提案されている香料化合物だ
けでは十分には対応しきれず、従来にないユニークな香気香味特性を有し且つその持続性
に優れた香料化合物の開発が緊急の課題となっている。
【０００８】
そこで、本発明者らは、上記の課題を解決するため、各種メチルヨノン関連化合物の香気
特性について検討した結果、今回、従来の文献に未記載の上記式（Ａ）の化合物が、フロ
ーラル様、フルーティー様、ウッディー様、イリス様、バイオレット様などの香気香味特
性を有し、調合香料の素材として従来用いられている上記のヨノン類又はメチルヨノン類
とは香気香味特性が異なり、特にフローラル様及びフルーティー様の香気香味特性が強調
され、さらにその持続性に優れており、香料物質として極めて有用であることを見い出し
本発明を完成した。
【０００９】
従って、本発明の目的 記式（Ａ）の化合物を有効成分として含有する香料組成物を
提供することにある。更に、本発明の他の目的は、前記式（Ａ）化合物の製造方法を提供
するにある。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
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本発明の前記式（Ａ）の１－（２，６，６－トリメチル－２－シクロヘキセン－１－イル
）プロパン－２－オンは、例えば、下記反応式に示す方法によって容易に合成することが
できる。
【００１１】
【化４】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００１２】
すなわち、式（Ａ）の化合物は、式（１）で表される２，４，４－トリメチル－２－シク
ロヘキセン－１－オールを、式（３）で表されるピバリン酸の存在下に、式（２）で表さ
れるイソプロペニルメチルエーテルを加熱条件下に接触反応させることにより、工業的に
容易に合成することができる。
【００１３】
また、式（２）の化合物のかわりに、例えば、２，２－ジメトキシプロパンを用いること
もでき、さらに、例えば、α－シクロシトラール等を出発原料として用いて式（Ａ）の化
合物を製造することもできる。
【００１４】
【発明の実施の形態】
以下、上記反応式に示す式（Ａ）の化合物の製造法をさらに詳細に説明する。本発明の上
記式（Ａ）の化合物は、式（１）の化合物と式（２）の化合物を、式（３）の化合物の存
在下に加熱条件下に反応させることにより、容易に合成することができる。上記反応は静
置または攪拌下に実施することができ、また、不活性ガス雰囲気下に密閉容器中で行うの
が好ましい。さらに、所望により有機溶媒の存在下に行うこともできる。
【００１５】
この反応に使用する式（１）の化合物は、文献記載の方法（ K.Mori et al,Liebigs Ann.c
hem.1991,1053）により容易に合成することができる。また、式（２）及び（３）の化合
物は市場で容易に入手可能であるが、必要により合成することもできる。
【００１６】
上記反応における式（２）の化合物の使用量は、式（１）の化合物１モルに対し、例えば
約１モル～約５０モルの範囲内を挙げることができる。また、式（３）の化合物は、式（
１）の化合物１モルに対し、例えば約０．０１モル～１モル程度の割合で使用することが
できる。
【００１７】
また、加熱条件としては、一般に、約１００℃～約３００℃の温度範囲内で約１時間～約
２０時間の条件を採用することができる。
【００１８】
本発明で使用することのできる不活性ガスとしては、例えば、窒素、ヘリウム、アルゴン
を好ましく例示することができる。また、上記反応を有機溶媒の存在下に行う場合の溶媒
としては、例えば、ベンゼン、トルエン、キシレン、シクロヘキサン等の非極性溶媒を挙
げることができる。
【００１９】
かくして得られる反応生成物を、蒸留、洗浄、抽出、乾燥、カラムクロマトグラフィーな
どの通常の分離手段を適宜に採用して精製することにより、好収率且つ好純度で式（Ａ）
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の化合物を得ることができる。
【００２０】
以上に述べた如くして得ることのできる式（Ａ）の化合物は、フローラル様、フルーティ
ー様、ウッディー様、イリス様、バイオレット様などの香気香味特性を有しており、更に
該化合物は極めて優れた持続性を保有しており、各種の香料組成物に添加して利用するこ
とができる。式（Ａ）の化合物を香料組成物に用いる場合、その添加量は、その目的ある
いは香料組成物の種類によっても異なるが、一般的には、香料組成物全体量の約０．００
１～約３０重量％、好ましくは約０．０１～約２０重量％の範囲内を例示することができ
る。
【００２１】
かくして、本発明によれば、前記式（Ａ）の化合物を有効成分として含有する香気香味賦
与組成物を提供することができ、更に、該組成物を利用して、式（Ａ）の化合物を香気香
味成分として含有することを特徴とする飲食品類、式（Ａ）の化合物を香気成分として含
有することを特徴とする香粧品類、式（Ａ）の化合物を香気香味成分として含有すること
を特徴とする保健・衛生・医薬品などを提供することができる。
【００２２】
例えば、果汁飲料類、果実酒類、乳飲料類、炭酸飲料類のごとき飲料類；アイスクリーム
類、シャーベット類、アイスキャンディーのごとき冷菓類；和洋菓子類、ジャム類、チュ
ーインガム類、パン類、コーヒー、ココア、紅茶、お茶、タバコのごとき嗜好品類；和風
スープ類、洋風スープ類のごときスープ類；風味調味料、各種インスタント飲料乃至食品
類、各種スナック食品類などに式（Ａ）の化合物の適当量を添加することにより、そのユ
ニークな香気香味が付与された飲食品類を提供することができる。また、例えば、シャン
プー類、ヘアークリーム類、ポマード類、その他の毛髪用化粧料基剤；オシロイ、口紅、
その他の化粧料基剤や化粧料洗剤基剤などに式（Ａ）の化合物の適当量を添加することに
より、そのユニークな香気が付与された化粧品類を提供することができる。さらにまた、
式（Ａ）の化合物の適当量が配合された洗濯用洗剤類、消毒用洗剤類、室内芳香剤その他
各種の保健・衛生材料類；医薬品の服用を容易にするための矯味、賦香剤など香気、香味
の改善された保健・衛生・医薬品類を提供することができる。
【００２３】
以下、実施例および参考例により本発明を更に具体的に説明する。
【００２４】
【実施例】
実施例１：１－（２，６，６－トリメチル－２－シクロヘキセン－１－イル）プロパン－
２－オンの合成例その１
１００ｍｌオートクレーブ中に、２，４，４－トリメチル－２－シクロヘキセン－１－オ
ール２．８ｇ（０．０２モル）、イソプロペニルメチルエーテル２５．０ｇ（０．３５モ
ル）及びピバリン酸０．６ｇを仕込む。窒素置換後、１３０℃で５時間、加圧下（９Ｋｇ
／ｃｍ 2）に攪拌反応する。この時点で反応率は約５０％程度であった。更に、１８０℃
で５時間、加圧下（１１Ｋｇ／ｃｍ 2）に攪拌反応する。冷却後、釜出しし、反応物をエ
バポレーターにて濃縮する。得られた粗製物４．２ｇをシリカゲルカラムクロマト（２０
０ｍｌ，ｎ－ヘキサン／酢酸＝９５／５）にて精製することにより、１－（２，６，６－
トリメチル－２－シクロヘキセン－１－イル）プロパン－２－オンを２．０ｇ（収率５６
％）得た。
【００２５】
沸点：７３～７４℃／２ｍｍＨｇ
ＩＲ（ｃｍ - 1）： 2956,2912,1716,1450,1362,1159,822,573
１ Ｈ－ＮＭＲ（ｐｐｍ）δ＝ 0.76(S,3H),0.98(S,3H),1.0～ 1.5(m,2H),1.6(S,3H),1.8～ 2.
1(m,2H),2.2(S,3H),2.2～ 2.7(m,3H),5.3(b.s,1H)
１ ３ Ｃ－ＮＭＲ（ｐｐｍ）δ＝ 22.8,23.0,26.6,26.8,30.2,31.6,32.1,43.7,45.5,121.0,1
35.7,208.7
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実施例２：１－（２，６，６－トリメチル－２－シクロヘキセン－１－イル）プロパン－
２－オンの合成例その２
実施例１において、イソプロペニルメチルエーテルのかわりに２，２－ジメトキシプロパ
ンを用いた以外は実施例１と同様に反応を行い、１－（２，６，６－トリメチル－２－シ
クロヘキセン－１－イル）プロパン－２－オンを１．７ｇ（収率４８％）得た。
【００２６】
実施例３：ローズタイプ調合香料の調製
ローズタイプの調合香料組成物として下記の各成分（重量部）を混合した。
【００２７】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上記組成物９７ｇに１－（２，６，６－トリメチル－２－シクロヘキセン－１－イル）プ
ロパン－２－オンを３ｇ混合して新規調合香料組成物を調製した。この新規調合香料組成
物と該化合物を加えていない上記のローズタイプの調合香料組成物について、専門パネラ
ー１０人により比較した。その結果、専門パネラー１０人の全員が該化合物を加えた新規
調合香料組成物は、すっきりとしたナチュラル感を有する花様の香気香味特性が強調され
、天然のローズの特徴をよくとらえているとした。
【００２８】
実施例４：ジャスミンタイプ調合香料の調製
ジャスミンタイプの調合香料組成物として下記の各成分（重量部）を混合し
た。
【００２９】
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上記組成物９５ｇに１－（２，６，６－トリメチル－２－シクロヘキセン－１－イル）プ
ロパン－２－オンを５ｇ混合して新規調合香料組成物を調製した。この新規調合香料組成
物と該化合物を加えていない上記のジャスミンタイプの調合香料組成物について、専門パ
ネラー１０人により比較した。その結果、専門パネラー１０人の全員が該化合物を加えた
新規調合香料組成物は、すっきりとしたナチュラル感を有する花様の香気香味特性が強調
され、天然のジャスミンの特徴をよくとらえているとした。
【００３０】
実施例５：フルーツタイプ調合香料の調製
フルーツタイプの調合香料組成物として下記の各成分（重量部）を混合した。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上記組成物９４ｇに１－（２，６，６－トリメチル－２－シクロヘキセン－１－イル）プ
ロパン－２－オンを６ｇ混合して新規調合香料組成物を調製した。この新規調合香料組成
物と該化合物を加えていない上記のフルーツタイプ調合香料組成物について、専門パネラ
ー１０人により比較した。その結果、専門パネラー１０人の全員が該化合物を加えた新規
調合香料組成物は、フレッシュな清涼感のある果実様で甘いアップル様の特性が強調され
、天然アップルの特徴をよくとらえているとした。
【００３１】
実施例６：タバコ用調合香料の調製
タバコ用の調合香料組成物として下記の各成分（重量部）を混合した。
【００３２】
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上記組成物９７ｇに１－（２，６，６－トリメチル－２－シクロヘキセン－１－イル）プ
ロパン－２－オンを３ｇ混合して新規調合香料組成物を調製した。この新規調合香料組成
物と該化合物を加えていない上記のタバコ用の調合香料組成物について、専門パネラー１
０人により比較した。その結果、専門パネラー１０人の全員が該化合物を加えた新規調合
香料組成物は、香質が明るく煙量が増加し、からっとして軽快でヤニ感を伴う黄色種様の
香気が強調され、天然のタバコの特徴をとらえ持続性の点でも格段に優れているとした。
【００３３】
【発明の効果】
本発明により提供される１－（２，６，６－トリメチル－２－シクロヘキセン－１－イル
）プロパン－２－オンは、フローラル様、フルーティー様、ウッディー様、イリス様、バ
イオレット様などの香気香味特性を有し、さらにその持続性に優れており、香料物質とし
て極めて有用であり、持続性のある香料組成物の調合素材として有利に使用することがで
きる。
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